
令和５年度 鳥取県立米子工業高等学校 将棋部年間活動計画 
 
部員数 男子１０名 女子０名   合計１０名 
顧問氏名 西原 正樹：阿部 保志   
活動日 月、火、木、金 
休養日 水、土、日、祝祭日 
活動時間 （平日）月・火・木・金・・・１．５～２時間 
活動場所 米工会館 和室 

 

活動目的 ○「人との対局」を大切にして「自分の心に克つ」ことを通して、生徒たちの人格形成

と礼儀作法の向上を図る。 

活動目標 

〇将棋は、頭脳スポーツとして小学校の教育メソッドにも取り入れられ、集中力・読解力等

の養成ができるものである。対局の流れには、序盤・中盤・終盤とあるが、終盤力を上げる

ための詰め将棋は必須である。詰め将棋を始めこのような「棋力」の向上は場所・時間を問

わず、生徒が自主的、主体的に取り組める性質である。校外では「将棋ソフト」「テレビ対局

鑑賞」「新聞棋譜」「ネット棋譜」「将棋定跡本」「１・３・５・７手などの詰め将棋本」など

様々な棋力向上スタイルがあるので、部活動では「人との対局」を大切にしている。 
〇部員同士の対局は、臨場感（１５分・３０秒将棋）を養うために「対局時計」を用いると

ともに、礼儀作法の向上を図っている。 
 
 月 公式戦等 その他（練習試合、合宿等） 練習内容 
４月 
 

  個人練習、大会に向けての「対局」 

 ５月 １３日 全国大会・近畿大会県

予選 
 個人練習、大会に向けての「対局」 

６月 
 

  個人練習、大会に向けての「対局」 

７月 第４週の土曜日 
棋力「段級位」認定大会 

全国・近畿大会強化練習会（指導対局） 個人練習、大会に向けての「対局」 

 ８月 
 

 全国大会（５月１４日大会の上位者） 個人練習、大会に向けての「対局」 

 ９月 
 

  個人練習、大会に向けての「対局」 

１０月 
 

  個人練習、大会に向けての「対局」 

１１月 
 

第１週の土曜日 
中国新人県予選 

第２週の土・日 近畿大会出場 
（５月 ８日大会の入賞者） 

個人練習、大会に向けての「対局」 

１２月 
 

 第２週の土・日 
中国大会出場（１１月大会の入賞者） 

個人練習、大会に向けての「対局」 

 １月 
 

  個人練習 

２月 
 

  個人練習 

 ３月   個人練習 
 
備考 
 
 

別紙２  



 


